
























































主間部詮勝が、鯖江台地の西北に連なる長泉寺山一画を領民の憩いの場となるように庭園としたものを「嚮陽溪」と命名したのが、その前身である。 「嚮陽溪」の「嚮陽」の意味は「陽に向って」 意があるという。　「嚮陽溪」のあった 長泉寺山」とは、近世の地誌『鯖江
誌（６）
』に
よれば、 「西北、鯖江の地に連なるは、長泉寺山となす、詩家は長白山と称するは、泉より水を去るなり。山ははなはだ高からず。平野に蹯踞す、山趾陵遅、西北の隅に連帯す 欝蒼深秀、鯖江藩屏と謂うべき矣」とある。つまり 西北に「長泉寺山」と称される山があり、詩家からは長白山 呼ばれていた。それは「泉より水を去 なり」である し、その山一帯は「草木が茂 が高くそびえ、 鯖江藩屏と謂うべきであ 」と記されてい が、 間部詮勝は、その長泉寺山一画に庭園を開園 たので 。しかし、果 して、こうした山々のなかに庭園を築くことができたのであろうか。　
それはともかく、詮勝は、ここに庭園を築き、その庭園の開園に
























































































 月燭楼へ行、嚮陽溪ヘ遊参（中略）嚮陽溪ハ鯖江ノ乾ニ当テ、長白山ノ西也、当三月、間部公ノ御開地被遊、山上ニハ東屋有。御筆ノ額ニ春秋奇観ト有。又書画モ色々カヽレリ．東ニソリ橋有テ、茶店八九軒、三十三番ノ観音堂アンチス。毎日 文人・墨客詩吟 又娼妓ノ三弦越山、第一ノ奇観也。 筆ニテ石碑ニ刻メリ（以下略）
　
冒頭にみえる「月燭楼」とは、 茂十郎の鯖江における定宿である。






























































































































































































維新期の動乱から、その後の廃藩置県により、鯖江の街も大きな変容をとげることになる。 とくに士族の離散は都市の衰退現象を招き、嚮陽溪も一時荒廃を余儀なくされたのである。明治二十二年二月には、町村制が施行され、鯖江町が成立し、嚮陽溪は「町立嚮陽公園」となったのであるが、前記近藤の詩歌に記されるよう 、公園 荒廃に歯止めをかけることはできな ったのである。　
しかし、大正三年になると、大正天皇の即位記念事業、所謂「御
大典記念」 の事業が全国規模で実施された。こ 御大典記念事業県・郡・市町村、学校 寺社、各種団体などを主体に、たとえば、基本林の造成、植樹 道路の開墾、橋の改修、図書館や博物館の建


























わち、 嚮陽溪開園まもない頃の姿が描かれてい わけであるが、 「どのようにして、この風景画が出版されたか」ということを考えてみたい。この問題の回答を出すこと た へん難し こと はあるが、筆者は、以下のように考える。　
浮世絵風景画などの出版にあたっては、版元（出版社）が売れ筋
などを考えて、絵師に題材を与えて書かせるのが一般的である。また、これとは別に絵師のほうから自作 作品を版元に売り込む いうことも十分考えられる であるが、どちらであっても 版元としては、投資した資本を回収し、さら 利潤を生み さなければならいので、どのような絵画（浮世 ）を出版するかは版元にとって重要な問題 あっ 。また、地方を題材とした浮世絵風景画は、お土産品として根強い人気があったことから、 した作品も多く企 ・出版されている。　
そこで 「越州鯖江嚮陽溪真景」 の場合であるが、 江戸の版元が、 「越
前鯖江の嚮陽溪開園の噂を聞きつけ、その浮世絵風景画の を企
画し、当時著名だった浮世絵師歌川広重にその制作を依頼した」とみるべきよりも、現時点では他から特別に依頼があって作られたものと考えられている。それは「越州鯖江嚮陽溪真景」の図中「落款」の部分に「應需」あることからいえることである。 「應需」というのは、 「要求に応じる」とか「求めに応じて」といった意味があるのであるが、嚮陽溪の絵画を描くことを要求したのは、果 して誰であったのか、疑問がでてく 。また、改印（検閲印）もないので売り物用でもなさそうであ 。 この図は通常よりもサイズが大きく、特注品の可能性 あるという。表題も「越州」としてい 点、つまり、ひろい範囲に配ることを意識して作っ 点にも注目 なければならないとされてい 。　
以上のことから「越州鯖江嚮陽溪真景」は、嚮陽溪の開園を祝い














問題がある。しかし、この「越州鯖江嚮陽溪真景」は、画全体の作風（表現） ・筆致から考えて、初代歌川広重の作とする説が有力であるが、それでも「越州鯖江嚮陽溪真景」の図が、本当に初代歌川広重の手によって描かれた 、どうか という問題について考えておく必要がある。　「越州鯖江嚮陽溪真景」 画中の題字に 「真景」 と読むことができる。
「真景」 とは 「実際にみた」 、 「実際に景色を見て描いた」 という意味で、この言葉からみれば、広重が実際に鯖江を訪れてこの絵を描 た、という意味になる。しかし、広重は嚮陽溪開園時には六〇歳であったから、高齢といえば、高齢で の上、当時、広重は「江戸名所百景」という大作に取り組ん おり江戸を離れることは 物理的に無理な状態であった。そして、広重は、嚮陽溪開園後の安政五年
（一八五八）
九月六日、江戸で流行していたコレラで死亡している









































































とある。たいへん短いもので、どのような意味があるのか、いまの段階ではわからないが 要するに 村田辰三郎という家臣 「嚮陽溪の絵図面等を仕立てたので、 「鳥目三百文」が与えられた、と記されているのである。　
このように、村田は嚮陽溪の絵図面等を仕立てたので褒美として、















（２） 「看嚮陽溪図有感」の解読は、前川幸雄「 『嚮陽溪』 『嚮陽溪記』及び『看
嚮陽溪図有感』の注釈」 （ 『 （鯖江郷土誌懇談会）会誌』一三号）によった。
（３） 「庚子の初夏」とは、明治三十三年初夏。青柳柳涯は、旧鯖江藩士青柳
宗治のこと。柳涯はその号。
（４） 「梅塢」は近藤直一の号である。（５） 「越州鯖江嚮陽溪真景」 版木がどのようにして作られたか、その経過
については、別稿で検討する予定である。
（６） 『鯖江志』は、天明八年（一七八八 鯖江藩五代藩主間部詮凞の招聘に
応じ、京都からきて 藩儒となった芥川元澄（子泉・思堂）により編纂された鯖江に関する地誌書。寛政五年（一七九三）の刊行。 『鯖江市史』 （別巻）地誌類編など 所収。
（７）この嚮陽溪の碑文についての解釈などは前掲註（２）参照。（８）孟子『梁恵王章句』 （下）に 与民同楽 の語がある。（９）小林宏「徳川吉宗の法と創造」 国学院大学日本文化研究所編『法文化
のなかの創造性』創文社）を参照。
（⓾）安見隆雄著『水戸斉昭の「偕楽園記 碑文（水戸の碑文シリーズ五 』 （水
戸史学会・錦正社）を参照。
（⓫） 丹生郡越前町梅浦岡田健彦家文書。 福井県文書館撮影文書に拠った。 なお、
小泉義博 「岡田茂十郎日記と 『たけふ』 」 （ 『武生市史編纂だより』 八号） 参照
（⓬）間部安房守文庫（ 『待月亭謾筆』巻一六）に掲載。（⓭） 『鯖江市史』 （藩政史料編）所収文書。（⓮）鯖江市本町高田達郎家所蔵「庄屋日記」 。（⓯）鯖江市桜町桑原喬家所蔵「庄屋日記」 。
（⓰）鯖江藩主の参勤交代については、拙著『鯖江藩の成立と展開』参照。（⓱）鯖江市桜町加藤新左衛門家所蔵「庄屋日記」 。（⓲）明治二十五年 ・ 二十六年成立の鯖江に関する地誌書（ 「さむしろ」 ）に「嚮






子。文化六年（一八〇九）一三歳の時、両親を相次いで失い、家督を相続した。ついで間もなく同八年ころ歌川豊国に学ぼうとしたが、門人多数のため断わられ、歌川豊広に入門し広重の画号を得た なお、広重には二代・三代がある。いすれも初代の門人で、 こ うち二代広重は初名を 宜 いい、師の女婿となってその没後二 をついだが、不縁となっ 安藤家を去り、のち「喜斉立祥」と改めている。
（㉔）これらの点については、鯖江市教育委員会文化課前田清彦氏および鯖江
市文化財調査委員会からご教示いただいた。
（㉕）東京浮世絵太田記念美術館編『歌川広重
 肉筆画の世界―天童広重を中
心に―』所収の絵画による。この画は縦三三． 五センチ、横四七． 一センチ。
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若越郷土研究
　
六十巻一号
二枚にわたって描かれた画が一枚に貼りあわされている。この絵画に関しては、同館の赤木美智氏、日野原健司氏からご教示を ただいた。
（㉖）短冊銘が無記入になっていることは、度々みられるとされる。空欄がみ
られる場合があるのである。
（㉗） 「蘆田文庫古地図コレクション」の閲覧では明治大学史資料センターの
村松玄太・阿部裕樹両氏のご協力をいただいた。
（㉘）明治大学人文科学研究所発行『蘆田文庫目録
　
古地図編』参照。
（㉙） 『鯖江市史』第五巻（鯖江藩御家人帳）下巻 村田辰三郎の項参照。 
